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19 97 年度 に は本部会の 研究発表会は 2 度開催された ｡

い ずれも前年度か ら始 め られた ｢ 私 の 外国語授業+ の

テ
ー

マ の もと に 行われ た も の で ､ 日 々 の 授業 で 効果 を

上 げた 工 夫 ･

試 み の 実践報告 で あり ､ 参加者 に 良 い 刺

激 と 明 日 - の 意欲を与 え る も の で あ っ た ｡ い ずれ の 発

表会 と も参加者 は2 5 ､ 6 人 で あ っ た が ､ 後 の 懇親会 に

もそ の 多くが 出席 し､ 外国語教員同士 の 数少ない 意見

交換 の 場と して 有意義 に活用された｡

( 苅部恒徳 記)

第6 回 外国語教育研究部会研究発表会

｢私 の 外国語授業 第2 回+

日時 : 19 9 7 年 7 月15 日 ( 火) 16 時3 0 分 よ り

会場 : 松風会館 2 階大会議室

発表者 ･ 演題 ･ 司会者 ･ 発表要旨 :

M r . J o h n N a a y k e n s (非常勤講師 ･ 英語) ､

"

T e a c h i n g C o n t e n t C o u r s e s i n E n gli s h :

P s y c h o l o g y a n d G l o b al l s s u e s

' '

( P r e s idi n g :

M r . K a z u o F u k u d a)

ジ ョ ン ･ ネイ ケ ン ズ 氏 の 発表は ｢ 内容中心 の 英語授

莱 く心 理 学) お よ び (世界 の 諸問題)+ で あ っ た ｡

氏は19 9 7 年度 に新潟大学 にお い て 教養科 目 の 中 の ｢講

義英語+ ( L e ct u r e i n E n g li s h) を担当 した ｡ そ の 内

容は ｢人間 の 発達心 理+ で あ っ た ｡ こ の 授業は 教養の

一

般講義系科 目 と して ､ ま た は教養外国語科 目と して

受講 で きる もの で あ り､ 認知的発達お よび 言語 ･ 人格 ･

社会性 ･ 道徳 の 発達を扱 っ た ｡ こ れら の ト ピ ッ ク に 関

す る 作業 や 活動を教室内 で 実施す る中 で ､ 同時 に学生

の 英語 の 4 技能 (聞 く ､ 話す ､ 読 む ､ 書 く) を 伸ばす

こ とを 目標と した ｡

一

方 ､ ｢ 世界 の 諸問題+ は ､ 同 じ199 7 年度 に敬和学

園大学 に おい て ､ 内容中心 的英語科 目と して 実施され

た ｡ こ の 授業 は ､ 環境 ､ 食料 ､ 紛争､ 人 口 ､ 貧困 ､ 教

育､ 健康 ､ 家庭 などの 世界的諸問題 に焦点をあて て ､

そ れら に つ い て 英語 で 考 え ､ 英語 で 発表す ると い うも

の で あ っ た｡

｢ 人間 の 発達心 理+ と ｢ 世界 の 諸問題+ に 共通す る

哲学 は ､ 次 の よう な もの で ある｡ つ ま り ､ 外国語 を学

習す る こ と は ､ 有意味 な 問題領域 の 研究を通 して オ ー

セ ソ テ ィ ツ ク ( a u th e n ti c) な コ ミ ュ
ニ ケ -

シ ョ ソ の

た め に そ の 言語を使用す る時 に ､ 得 る と こ ろ が よ り 多

く ､ 目 的もよ り 明確 に な る ､ と い う考 え方 で あ る｡ 教

室 で は ､ 様 々 な活動を通 し て 学生 が 英語を使い ､ 習得

して い け るように 工 夫 さ れ る｡ た と え ば ペ ア
ー

･ ワ
ー

ク ､ 役割練習 ､ 研究発表 ､ ク イ ズ ､ ゲ ー ム
､ グ ル

ー プ

間活動等 で ある｡

内容中心 的外国語授業 の 原理 は P e at y ,
D . ( 1 99 5)

` `

G l o b al l s s u e s i n t h e E F L C l a s s r o o m

''

i n P oli c y

S c i e n c e : S p e ci al l s s u e : F o c u s o n F o r ei g n L a n
-

g u a g e E d u c ati o n , p p . 3 3-4 2 にお い て 解説されて い る ｡

そ の 理論的根拠 は 次 の ようなも の で あ る｡

( 1) こ の 授業方法 は ､ 学習者が将来当該外国語を駆使

す る 時の 方法 を考慮 に入 れ て い る ｡

(2) 学習者に関連が あ る と判断 で き る 内容を利用す る

こ とに よ っ て ､ そ の 学習意欲を増大させ る こ とが で

き る｡

(3) こ の 授業方法 は ､ 取 り 上 げ る ト ピ ッ クおよび 当該

外国語 に つ い て の 学習者 の 過去 の 知識 ･ 経験を基礎

に して 活用 で きる ｡

¢) 言 語 は ､ ばらば らに 切 り 離 され た文 に お い て で は

な く ､ オ ー セ ソ テ ィ ツ ク な 文脈内で の そ の 使用 に 焦

点を 当て て 教 え られ る ベ き で あ る｡

( 5) 新 しい 言語の 入 力は ､ そ れが 習得され るた め に は､

まず 理解されなければな らない ｡

P e a t y ( 19 95) で は ､ 内容中心 的英語授業 に関して

三 つ の タイ プ の プ ロ グラ ム が考え られて い る ｡

( a) テ
ー

マ に 基 づ い た プ ロ グ ラ ム (th e m e -b a s e d

p r o g r a m ) ､

(b) シ ェ ル タ
ー ド ･ プ ロ グラ ム ( sh elt e r e d p r o g r am ) ､
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( c) 補助的 プ ロ グ ラ ム ( a dj u n c t p r o g r a m ) で あ る｡

こ の 内､ r( a) は 特定 の テ
ー

マ に つ い て 外国語 の 教師 が

教える 授業 で あり､ 大学 の 英語授業などに ふ さわ しい

方法 で あ ると言われ て い る ｡ ネイ ケ ソ ズ氏 の 敬和学園

大 で の ｢ 世界 の 諸問題+ は こ の タ イ プ に入 る ｡ ( b) の タ

イ プ は ､ 特定学問分野 の テ ー

マ を､ そ の 分野 の 専門家

が 教え るも の で あり､ 外国語はそ の 分野を理解す る 上

で 必 要なもの と位置づ けられ る｡ ネイ ケ ソ ズ氏 の 新大

で の ｢ 人間 の 発達心 理+ は こ の タ イ プ の 授業 で ある｡

( c) は ､ 学生 に 通常の 外国語 の 授業 と 内容中心 的授業 の

二 種の 授業を受けさせ て ､ 前者を後者 の た め の 補助的

なもの と考 え る プ ロ グ ラ ム で ある ｡

ネ イ ケ ソ ズ 氏の 発表 で は ､ ビ デ オ に よ り ､ 敬和学園

大 で ｢ 世界の 諸問題+ に 取り組 ん だ学生達の 英語に よ

る研究発表 の 様子が紹介され た ( 時間 の 関係上 ､ 新大

で の 授業 の 紹介が なか っ た こ と は や や 残念 で あ っ た) 0

当然 ､ 学生 た ちの 英語の 流暢さや 正確さ に は か なり個

人差 が あ っ た ｡ しか し､ こ の 授業は自分で 調査 ･ 研究

した資料 に基 づ い て ､ 生きた 文脈 の 中 で 目 的を持 っ て

英語を使用 し､ 自分 の 考え を発表す る こ と に 重点 が あ

り ､ そ の 点 で 学生た ちの 積極的な姿勢が うか が え た ｡

青少年 の 非行問題や 世界規模 で の 環境問題が 日 々 話

題 に の ぼ る現代に お い て ､ 日 本語 ､ 外国語を問わず ､

問題意識を持ち､ もの を考 え ､ 自分 で 調査す る態度を

身に つ け る こ とは 非常に 重要 で あ ると言 え る ｡ そ の 意

味で も､ 今 回 の ネイ ケ ソ ズ氏 の 発表は 示唆に 富むもの

で あ っ た ｡

( 福 田 - 魂 記)

第 7 回 外国語教育研究部会研究発表会

｢私 の 外国語授業第S 回+

日 時 : 19 9 7 年12 月1 7 日 ( 水) 16 時30 分

会場 : 松風会館2 階大会議室

発表者
･

演題
･ 司会者 :

(1) M r . M i c h a e l B r a dl e y ( 外国人教師 ･ 英語) ､

〟

E n c o u r a g i n g F l u e n c y i n E F L Cl a s s e s

''

( P r e sidi n g : M r . H is a a ki S a s a g a w a)

(2) M r . G r e g o r y H ad le y ( 非常勤講師
･

英語) ､

"

E n c o u r a gi n g O r al C o m m u n i c ati o n i n t h e

E F L C la s s r o o m
' '

( P r e sidi n g : M r . K a z u o

F u k u d a)

( 3) M r . F r e d S . D u r bi n ( 非常勤講師 ･ 英語) ､

"

T a p pi n g t h e S u m m e r H e at : t h e T e n D a y

l n t e n si v e C o u r s e
,

1 99 7
”

( P r e si d i n g : M r .

T ak a s h i Y a m a k a g e )

(1) の 発表要旨 :

日 本人学生を教 え る 際､ 特 に 多人数ク ラ ス で は
,
ス

ピ
ー キ ン グは 四技能の 中で 最も難 しい ｡ 当 日 の 発表 で ､

氏 は 教室 で fl u e n c y を促す方法 に つ い て 二 つ に 分け て

述 べ た ｡ 先ず ､

` `

fl u e n c y a c ti v iti e s

''

に つ い て は 学生

に 正 確さ よ り も何を話 した い か に 重点を置く よう に指

導す る｡ と い う の は ､ 英語 の 習得 に は 意味 を 伝 え る た

め に 英語を使用す る と い う こ と が 最も重要 で あ るか ら

で あ る｡ しか し､ 現実 で は 初級英語の 学生 た ち は概 し

て 英語を使 っ て 自由に 話す こ とに は 消極的 で あり ､ こ

れが 一 層習得を困難 に し て い る｡ 従 っ て ､ 教師 は学生

に 興味を持 た せ るや り 方 で 英語を使用さ せ る 必 要 が あ

る ｡ 次 に ､ 氏は そ の ため の 五 つ の 具体的な方法を提示

した ｡ 即ち､ 会話 ､ イ ソ フ ォ メ
-

シ ョ ソ ギ ャ ッ プ活動､

ロ
ー ル プ レ イ ､ 物語を話す こ と､ 議論 で あ る｡ 結局 ､

英語の 習得を促進す る 上 で ､ 最も効果的な活動 は集団

で 共通 の 目標 に つ い て 話 し合う
"

c o n v e r g e n t
' '

a c ti vi -

ti e s ( 集中活動) で ある と結論 づ けた ｡

(笹川寿昭 記)

(2) の 発表要旨 :

新潟大学英語非常勤講師､ グ レ ゴ リ ー
･ - ドリ ー

氏

の 発表は ｢外国語 と して の 英語授業に おけ る 口 頭 コ ミ ュ

ニ ケ -

シ ョ ソ の 促準+ に つ い て で あ っ た ｡ 英語授業 に

おけ る ｢ 授業参加+ (cl a s s r o o m p a rti ci p a ti o n) の 重

要性が よく指摘され る が ､ そ れを促進す る た め の 方法

に つ い て は ､ 具体的な提案は 少な い ｡ そ こ で 氏 は ､

｢ 口 頭 コ ミ ュ ニ ケ
-

シ ョ ソ を促進 し測定す る 方法+

( T e c h n iq u e s T h a t E n c o u r a g e a n d M e as u r e O r al

C o m m u n i c ati o n
- T E M O C) を､ 三 年間 に わ た り氏

の 英語授業に お い て 実践 し､ そ の 結果を調査 した ｡ 今

回 の 発表 は そ の 報告 で あ る｡ 氏 が 採用 した T E M O C

の 方法 と は ､ 授業中に ､ 単独 で ､
ペ ア で ､ あ る い は グ

ル ー プ で t a sk を行 っ て い る学生達が 英語を使うた び

に ､ 即そ の 場 で 得点札を与 え る と い うもの で ある ｡ 白

( 1 点) ､ 青 ( 2 点) ､ 赤 ( 3 点) の 札を使う｡ こ の 得
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点を ｢ 口 頭参加得点+ ( o r al p a rti ci p ati o n p oi n t s) と

呼ぶ ｡ どうい う発言 に 対 して 何点与 え る か は ､ あらか

じめ決 め て おく｡ た とえ ば､

一 語に よ る応答なら 1 点｡

もう少 し複雑な応答発言なら2 点 ｡ 自分 の 意見を述 べ

る場合の ような さらに 複雑な発言や ､ グ ル ー プ の ス ポ ー

ク ス マ ン を自ら志願 した 場合 な どは 3 点 で あ る｡ 教師

は ､ 注意深く ､ 首尾 一 貫 した や り方 で ､ 学生の 英語使

用 の 内容
･ 回数を観察し､ 不 公平 の 生 じない よう に札

を与 え る｡ そ して 毎 回 の 授業 の 最後 に札 の 得点を合計

し､ 学生 ごとに 記録 し て お く｡ こ れ に似 た 方法 は ､ 主

と し て ネ イ テ ィ ブ の 教師 によ っ て ､ い く つ か の 大学 で

実践され て い る例 が あ る｡ こ の 方法 で 氏 の 授業を受け

た 敬和学園大学 2 年生16 9 名 の 感想 は ､ 8 割近 く が

｢ 良 い ア イ デ ア だ+ ､ ｢ 英語を話す多く の 棟会 が 持 て

た+ ､ ｢ 英語を話そ うと努力 した+ など､ 総 じて 好評

だ っ た ｡

- ド リ ー 氏 の 第
一

の 関 心 は ､ こ の ような T E M O C

に よ る学生評価が ､ い わゆ る 正式 の 口 頭英語試験に よ

る 評価と どの ような関係 に ある か と い う こ と で ある ｡

氏は ､ 敬和学園大 の T E M O C の ク ラ ス で ､ 正 式 な 口

頭英語試験 の 代表的 なも の と し て C a m b ri d g e P E T

a n d K E T T e st s を 2 回 実 施 し ､ そ の 得点合計と ､

T E M O C の 得点合計 と の 相関係数 を調 べ た ｡ そ の 結

果は ＋8 2 と い う高 い 数値 で あ っ た ｡ こ れに よ り氏 は ､

T E M O C を 正 式な 口 頭英語試験 に 代用す る こ とが で

き ると結論 づ けて い る｡

氏 の 第二 の 関心 は ､ T E M O C が 英語 と い う 言 語 そ

の も の の 学習 を促進す る の か どうか ､ とい う こ と で あ

る｡ 氏 は ､ 同 じく敬和学園大に お い て ､ 二 つ の ク ラ ス

を 選 び ､

一

つ は T E M O C で 教 え る 会話 ク ラ ス
､ もう

一

つ は T E M O C を 使わ な い 会話 ク ラ ス に した ｡ そ し

て ､ 両 ク ラ ス に おい て ､ 学期 の 最初と最後 に 同
一

内容

の ｢ ク ロ
ー ズ ･ テ ス ト+ ( cl o s e t e s t - 文脈をた よ り に ､

テ ク ス ト中 の 多く の 空欄を埋 め させ る も の で ､ 総合的

読解力を試す テ ス ト) を実施 して ､ 二 回 の テ ス ト間 の

成績 の 変化 を 比 較 した ｡ 結果 は T E M O C を使 っ た ク

ラ ス の 方が , そ う で な い ク ラ ス よ り も､ 伸 び率 が 大き

か っ た ｡ こ れ に よ り T E M O C が 英語 の 学力養成 に も

プ ラ ス に な る こ と が 示 さ れた ｡

氏 の 第 三 の 関 心 は ､ は た し て T E M O C が 文法的知

識 の 測定法 に な りう る か どう か ､ と い う こ と で ある｡

こ の 調査 に は ､ 新潟大学の 英語 I b ( 理学部
一

年向け｡

2 6 名) の ク ラ ス が 対象とな っ た ｡ 半年 T E M O C で 教

え た 後 で ､ 最後に 文法的知識を測定す る テ ス ト を実施

し､ T E M O C の 得点 と 比較 した ｡ そ の 結果 ､ 文法 テ

ス ト と T E M O C と の 相関係数は - 2 0 と い う低 い もの

で あ っ た ｡ 氏 は ､ 結論と し て ､ T E M O C は 文法的知

識を測定 で きな い と して い る｡

ハ ドリ ー 氏 の 研究 に よ り ､ 次 の ような こ とが 明らか

に され た ｡ (1) T E M O C は ク ラ ス の 雰囲気を活性化 し､

学生 の 授業参加を促進す る ｡ (2) T E M O C は 正 式 の 口

頭英 語使 用能力測定試験 に 代 え て 利用 で き る ｡ (3)

T E M O C は 英語 の 総合的学力養成 に も資す る と こ ろ

が あ る ｡ (4) し か し､ 文法的知識 の 測定 に関 して は ､

T E M O C 以外 の 方法 に よ らなければならない ｡

( 福 田 一 雄 記)

(3) の 発表要旨 :

本 日 の 演題 は ｢学生の 熱意を暑気払 い と して : 1 9 97

年10 日 間の 夏期集中 コ
ー ス+ で あ る｡

18 名 の 熱意 に燃 え た 一

年生の 英語力滴養の た め に ､

私 は綿密な編成と学生中心 の 学習活動を計画 した ｡

出席 カ ー ドは ク ラ ス の 運営 に 有効 で あ っ た ｡ 学生 一

人
一

人用の カ ー ドは 出席と評価 の 記録簿と して 使 っ た ｡

授業 ごとに 全部 の カ
ー ドを混ぜ て 切 り ､ 切 っ た カ

ー ド

順に 学生を当て た の で 学生 の 話す機会 は平等に な っ た ｡

カ
ー ドを幾 つ か の 山 に仕分け る こ とで ､ 学生 の グ ル ー

プ分け や ､
ペ ア にす る の が ス ム ー

ス に い っ た ｡ 当て ず っ

ぽ う に指名す る と 学生 は緊張 し､ ク ラ ス の 他 の 学生と

一

層よく話 し合うよう に な っ た ｡

1 限目 で 学生 は 会話 と リ ス ニ ソ グを勉強 した ｡ 2 限

目 で は リ ー デ ィ ソ グ の 宿題 に 基づ い て 議論 を した が ､

グ ル ー プ の リ
ー

ダ ー 学生 た ちが 追加準備 の 責任をも っ

た ｡ 3 限 目 に は学生た
.

ちは ド ラ マ を創作 して 演じた ｡

成績評価 は テ ス ト､ クイ ズ､ 及 び 寸劇 と議論 の 点数に

依 っ た ｡

各 グ ル
ー プ は タ

ー

ゲ ッ ト ･ ス ト ラ ク チ ャ
ー

練習 の た

め に 当 て ず っ ぽう の 質問を入 れた 封筒を用 い た ｡ 同 じ

テ
ー

マ に つ い て 異な っ た記事を 含 み 情報 ギ ャ ッ プ練習

は成功 で あ っ た ｡

( F r e d S . D u r bi n 記 山影隆訳)
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